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今日の対人服の意匠は，年々，多様』ζ変化するファッ
ションのrで.1tn<::@l人の主体性を強調し，臼己顕示的
欲求を.(J次によって満足しようとする傾向にあるといわ
れている。異った色柄，デザインの11を省て，不特定多
数の人1<:特別な印象をあたえたいという欲求か強くなっ
たという乙とである。
と乙ろで刻日意匠の中で，占くてなお新しい仰ζ縞模
様がある。縞柄は衣服シルエットが呉つでも人の個性ぷ
現の手段として現在も貌しみ深く用いられている。もち
ろん縞柄といっても，その対象となる色柄の数はきわめ
て多く千差万別で.1方向の編誌に限っても，閉じ間隔を
もっ峰縞.間隔を異にする滝縞をはじめとして.不規日1I
な万筋縞，やたら縞，装飾的な子持続，とんほ縞などが
あり，さらに配色では，色を特定した弁柄縞，ねずみ縞
から色を多綴に変化したものがある乙とは云うまでもな
い。従って縞柄研究に当っては.そのすべての色柄を網
羅することは不可能に近い。また縞柄κ対する感情効果
も，視沼、性，誘自性あるいは怠味論などの面からの検討
があって，それぞれのI釘は別個に深く追求される ζとが
宅ましL、。
そ乙で本研究は問題を縞柄の頬似性判断の商から取り
あげた。本研究の目的を具体的に述べるとつぎのようで
ある。
先ず策踊構成にどれだけの穣鮫の縞柄を例示すればよ
いかを検討した上で，
(1) どのような縞柄が他の縞柄と見分けがつけ易いか。
例えばある l人の縞柄を者た人が街を歩いたとき， し
ばUi'ほY向じ柄の人と遭遇する乙とがある。乙の遭遇
は碓率的であるが.6it'容の小さい方が守1ましいであろう。
そのとき，確率の小さい柄はどのような縞の幾何学的精
成をしているものに多いか.それは配色によって影響さ
れるかという現実的な問泌を検討しようとする研究であ
る。
(2) 縞柄の頒似性はどのような心理的根械によって判
断されるかJ〉2〉
一鍛IC続柄が似ていると感ぜられる乙とがある。OlJえ
ばAとBとの縞柄の違いより.AとCとの縞柄の違いの
方が少し、と感ぜられる乙ともある。乙のような半IJ別はど
のような幾何学的構成の縞に対して云えるのだろうか，
それが感覚知覚の上で判別されるとき .どのような深居
心尽的級事量』ζ基づくのかという乙とを計量心理学的に解
明したし、。またそれによりA.B. Cの縞柄の感情効果
の問iκζと
る砂研1昨f究ででミある。
以上の2問題について，実験を以下のように行い.2. 
3の知見を得たので報告する。
実厳方法
I !式料の相暗成
1.配色
段も一般的な縞柄として2色配色の組合せをつぎのl'J1
由から選定した。
(1)可制支おがifEく，見分け易い組合せと して
〔黒 (N2) .白 (N9.5)). (β(5 PB 7/6) • 
黄 (5Y 7/10) ) 
(2) 可視度が{尽く ，見分けにくい組合せと して
〔業 (5Y7/10).白 CN9.5)) (赤 (5R7/8)
.緑 (5G7/8)) 
なお，上述の色はブラウン管ディスプレイ上でも提示
し易い色を選んだ。
2.縞柄
いま細し、 l本の縞単位を10本並列して縞柄を織成する
???
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場合を考える。 ζの場合10単位で織成される縞の2色の
組合せは，2色が同じ比務 (5/5)であらわされると
きは，1O!/5 !・ 5! =252通りの組合せがあり， 2 
色が3対7(3/7)の比率であらわされる場合は，10! 
/3 !・7! =120通りある。 2色が7対3(7/3) 
の比率であらわされる湯合も同級である。しかし， ζの
JOtI1位を lブロックとして，4ブロックを並列して視野
の広い縞柄をつくると，柄が左右にずれただけの等価縞
が含まれ，縞柄は2色が5/5のときは26通り ，3/7 
のときは12:通りに減少する。
そ乙で本研究では5/5の縞柄から20種，3/7の縞
柄から5種および7/3の縞柄から5種の計30種を他山
して試料とした。 3(躍の縞柄は関lに掲ける通りである。
各々の縞の特徴は次のとおりである。
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
1I 
12 
13 
14 
15 
No. 1 :色比5/5，縞数8，太さ 5単位の規則的な縞
柄。
No. 2， No.3 :色比5/5，縞数16，4単位の縞1:.1憎
位の追いかり縞で， No. 2とNo.3は天地交換すれ
ば期通関係にある。
No.4， No.5 :色比5/5，縞数16，4単位と 1単位の
続と3単位と 2鎖位の紛の混合柄で，No. 5はNo.
sIil. 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
27 
28 
29 
点... 
弓L
4の配色交換。
No.6， No.7 :色比5/5，縞数16，3単位と 2単位の
縞の混合納ーで，No. 7はNo.6と配色および天地交
倹関係にある。
No.8， No.9 :色比5/5，縞数24，3l:11佼の縞 1，1 
単位の縞2の混合柄， No. 9はNo.8と自己色および
天地交後関係にある。
No.lO， No.l1 :色比5/5，縞数24，3 1位の縞1， 2 
単位の縞2，1単位の縞2の混合納'で，No.lは
No.l()o)配色交換。
No.12， No.13 :色比5/5，縞数24，3単位の総1，2 
単位の縞2，1単位の縞が2およびlの混合柄
で， No.13はNo.12の配色交換。
No.14 :色比5/5，縞数24，3単位の縞1，1 lJ1_位の
続2の混合柄。
NoJ5 :色比5/5，総数24，2単位の紛2，1 tl1位の
縞 1の混合柄。
No.16， No.17 :色比5/5，縞数24，2単位の総2，1 
単位の縞lの混合柄で， No.l7はNo.J6の配色およ
び天地交換。
No.18， No.19 :色比5/5，縞数32，2単位の縦1，1 
30 
図 1 供試縞柄
( 2) 
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巾位の縞3の混合柄で， Nnl9はNnl8の配色およ
び天地交換。
Nn20 :色比5/5，総数40，最も細かい俸縞である。
Nn21， Nn22， Nu23 :色比3/7，総数24，比率3の色
の縞が1単位づっ3本IC分割して散在した柄。
Nn24， Nu25 :色比3/7.縞数16，比率3の色の縞が
2単位1.1 単位lの縞lζ分割して散在した柄。
Nn26. Nn27. Nn28 :色比7/3.総数24.比率3の色
の総が1単位づっ 3本IC分割して放rr.した柄。
Nn29. Nu30 :色比7/3.縞数16.比本3の縞が2単
位 1.1 単位lの縞に分割lして散在した柄。
日 実験Aの方法
有彩色でブラウン管ディスプレイで最も鮮明lζ表山さ
れたし?と此)による配色を選びIで締成された30種の
縞柄の各々について，つぎのような実験を行った。
先つ lつの試料の縞柄をフラウン管ディスプレイの上
段iζ.&11¥しておき，下段に同種の配色で純の僧位，本数
を'lilにするIji述の 252iliり寸 2x 120通りの縞柄計492
縄からランダムiζ抽出されたもの lつを配目する。被験
者は2つの縞柄を比較して似ているかどうかを評定する。
っさに出ひランダムiζ他出された縞柄を下段に提示して，
向織の持定を行い， ζれを100回繰返す。以上の手続き
は7イクロコンビュータによって操作した。乙のときラ
ンダムに100回提出された互いに異なる縞柄の中で，上
述のj!i隼縞柄K似ていると副答された縞柄の数は何回あっ
たかを求める。なおとの実験では似ていたと判断される
縞柄の性'l'l.I唱由等については追求しない。なお30積の
基呼縞柄別i乙行った 100回の実験での~~似回数は ， 18-
23_J-O)友子大学生30人について平均し，行分比であらわ
した。
皿実験Bの方法
301'iJiの縞柄誠料情lの矧似性について，L対比較実験を
行った。紅踊の配色は I ICのべた 4 極の組合せをm~ 、，
各配色刷ζ，縦7cm，償20cmのカードに色紙を貼りつけ
て縞柄を作成した。
いま lつの配色について，作成された30Hのカードを
背i;土色の;彩聖母を避けるため，灰色 (N5.9)の色紙でお
おった机の上にランタムに配列しておき，その中から l
枚を依取って(乙れを主ぷカードと称する)， ~~べられ
た他の29枚 (ζれを対比カードと称する)と比較し，似
ていると思ったカードを凶答させる。主a似の，~nËIζ際し
ては.f[.むのl対の縞柄を比較するに，他の対比カード
を参照しでもよい乙ととする。 30凝のカードはすべて呈
示カードとして，他の29極と比較される。比較凶数は呈
示カード 1と対比カード jの組合せで.30x29=870通
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りになる。乙のようにして4極の配色毎IC絞訓を評定し，
被験者30人の煩似性判断結果を鋭似率のコンフュージョ
ン マトリックスにまとめた。
実験結果
I 実験Aの結果
3曜の続柄の頒似率を比較すると，図 2Iζ示すようで
ある。図の検事由は.実験方法 lに示した縞柄の試料番号
10 
? ? ?
???
?
10 15 20 
試料番号
図2 各縞柄のランダム呈示縞柄』ζ対する矧似率
5 25 30 
(配色:占と黄の湯合)
を示す。区1ζ示すように試料Nu6. 9， 10. 13， 15のよ
うな細くも太くもない 2-3単位の中間縞の頬似z終が高
く.Nn18. 20のような細かい縞や陶26.27. 28のような
細L、縞の目立つ縞柄の類似，杓ま低くなった。乙の'JIから，
人は細L、縦lζ対しては敏感で，知似性判断が精密犯行え
るようである。しかし類似率はおし、ものでも8-10%で
ある。乙れはみ;実験が同じ縞柄は2度とあらわれない条
件で行われているからで，現実lζ街中で類似する縞柄』ζ
晶越する機会は流行にも!r--t王され，もっと多くなる乙と
は怨像にかたくなし、。
H 実験8の結果
全被験者の結!誌を総合した試料開のコンフュージョン
?ト リックスをよ長 1→al.(b)IC示す。表では配色(黒
と白). (1示と料)の場合を例示した。 ζのマトリック
スの各要ぷ fi J は.ある縞柄 1を呈示したとき .被験
者が試料jの縞柄でま員似しているとl叫答した凶答本(%)
を示している。去の最右ダIJは各呈示縞柄が他の続柄と類
似する可能性を示す平均的類似E容をあらわし，実験Aの
結果の}"JI腕車になる。
先ず乙れらの紡梨については続念的につぎのように検
討された。
1.混同性について
呈示試料 11ζ対比される試料 Jの類似度 fiJ は，本来
( 3 ) 
?
】?
?
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7 トリックス
{千二ミ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 11 18 19 20 21 22 23 24 25 26 21 28 29 30 平均
l ~ 40.0 36.1 33.3 10.0 10.0 6.7 。6.7 6.7 3.3 3.3 01 10.0 。。。。01 3.3 16.7 。01 10.0 01 6.7 。。3.3 3.3 7.2 
2 30.0 ~ 76.7 60.0 56.1 6.7 6.7 10.0 10.0 13.3 3.3 6.7 3.3 i 13.3 。。。。。。3.3 01 3.3 23.3 3.3 6.7 。01 6.7 3.3 12.0 
3 20.0 60.0 トベL86.1 40.0 。01 13.3 10.0 6.7 3.3 01 3.3 20.0 。。。。。。01 3.3 01 6.1 3.3 。。。6.7 01 9.8 
4 13.3 40.0 ω.0 ~ 20.0 3.3 6.1 6.7 6.7 6.7 01 3.3 01 16.7 。。3.3 。。。。。。01 6.7 。。01 3.3 。7.5 
5 3.3 40.0 26.7 13.3 ~ 3.3 36.1 6.7 10.0 01 10.0 10.0 3.3 26.7 6.7 3.3 3.3 。。。。。01 6.7 3.3 。。。01 6.1 1.6 
6 。。。6.7 6.7 ~ 96.7 01 6.7 16.7 3.3 6.7 6.1 01 10.0 26.1 23.3 。。。。。。01 3.3 。。。01 16.7 7.9 
7 。。。3.3 30.0 90.0 ~ 6.1 01 6.7 10.3 6.7 01 3.3 13.3 20.0 16.1 。。。。。。01 3.3 。。。01 6.1 1.5 
8 。。。01 6.1 。。 ~ 56.1 36.7 43.3 43.3 26.7 13.3 10.0 10.0 10.0 6.1 23.3 。。。。。01 10.0 。。。01 10.2 
9 。。。01 6.7 。0153.3 ~ 10.0 13.3 26.7 56.1 10.0 10.0 6.7 10.0 40.0 6.7 。01 3.3 。。01 6.7 。。。01 11.0 
10 。。。01 3.3 。0126.7 60.0 ~ 10.0 76.7 16.1 63.3 30.0 13.3 26.7 13.3 13.3 。。。。。。3.3 。01 3.3 01 12.4 
1 。。。3.3 10.0 。0133.3 23.3 10.0 ~ 30.0 63.3 33.3 50.0 ω.0 30.0 3.3 10.0 。01 3.3 。。。。。。01 3.3 12.6 
12 。。。3.3 。。0153.3 26.7 16.1 10.0 ~ 10.0 ω.0 13.3 23.3 20.0 6.7 16.1 。。01 3.3 。01 3.3 。。。01 11.3 
13 。。。。。。。。ω.0 13.4 56.1 10.0 ~ 6.1 16.1 36.7 63.3 20.0 3.3 。01 6.1 10.0 。。。。。。01 12.2 
14 。6.1 01 16.7 01 3.3 01 16.7 6.1 63.3 33.3 50.0 13.3 ~ 10.0 10.0 3.3 。。。。。。。。。。。。01 8.0 
15 。。。。01 3.3 3.3 3.3 3.3 43.3 56.7 26.1 ω。10.0 ~ 76.1 60.0 10.0 3.3 。。。。。。。。。。01 12.4 
16 。。。。01 3.3 6.7 3.3 3.3 26.7 33.3 36.7 13.3 6.7 73.3 ~ 76.7 3.3 10.0 。。。。。。。。。。01 10.2 
17 。。。。01 3.3 10.0 10.0 6.7 26.7 20.0 33.3 36.7 01 70.0 86.1 ~ 13.3 13.3 。01 3.3 。。。。。。。01 11.5 
18 。。。。。。01 13.3 30.0 20.0 6.7 10.0 30.0 01 3.3 6.7 6.7 ~ 93.3 3.3 6.7 3.3 。。01 3.3 。。。01 8.2 
19 。。。。3.3 。01 20.0 6.1 6.7 6.7 16.7 01 3.3 01 16.7 10.0 86.7 ~ 3.3 6.7 。。。。。。。。01 6.4 
20 3.3 。。。。。。。。。。3.3 3.3 01 6.1 3.3 3.3 20.0 10.0 ~ 01 3.3 6.7 3.3 。。01 13.3 。。2.8 
21 6.7 。3.3 。。。。01 13.3 01 6.7 01 13.3 。。。01 3.3 。。~ 23.3 20.0 6.7 3.3 20.0 。。。01 4.1 
22 。。。。。。。。3.3 。3.3 01 3.3 。01 3.3 6.7 。。01 20.0 ~ 10.0 3.3 3.3 。。。。01 4.0 
23 。。。。。。。01 6.7 3.3 01 3.3 16.7 01 6.7 6.7 3.3 6.1 3.3 3.3 30.0 16.7 ~ 01 6.7 。01 6.7 。01 6.2 
24 o 120.0 16.1 3.3 23.3 。01 3.3 。3.3 。。01 6.7 。。。。。01 10.0 10.0 。ミ云 16.7 3.3 01 3.3 10.0 01 4.5 
25 。3.3 13.3 33.3 6.7 6.7 13.3 。01 3.3 3.3 。。。01 6.1 。。。。01 10.0 01 13.3 ~ 。。。。01 3.9 
26 3.3 3.3 。。。。。6.7 3.3 3.3 3.3 6.7 01 3.3 。。01 10.0 6.7 01 6.7 。。。。~ 20.0 10.0 20.0 01 3.7 
27 。。。。。。。。3.3 6.7 3.3 10.0 3.3 01 6.7 3.3 10.0 。。。01 10.0 。。01 10.0 ~ 73.3 01 20.0 5.5 
28 。。。。。。。。。。01 6.1 。01 6.7 10.0 6.7 。3.3 。01 3.3 10.0 。01 10.0 86.7 ~ 01 23.3 5.7 
29 10.0 16.1 20.0 13.3 3.3 。01 6.7 3.3 3.3 01 3.3 。01 10.0 。。。。。33 。0113.31 0110.01 3.3 。~ 01 4.1 
30 。01 3.31 6.7哩主110.01 23.3 。。。。。。。。01 3.3 。。」一 。。O[ 01 10.0L _ 0笠7113.31 6.7三三 4.6 
表 1-(a) 縞柄の類似性判断におげるコンフュ ージョン
配色:鳳と自の場合
??
l'主事2示縞柄、 j は 1と対比する縞柄の試料番号を示す。枠内の数値は 1の J'ζ対する異質似網角却を示す。回
?
?
??
?
? ?
?
??????????????
? ?
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マトリックス
N 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 平均
~ 36.7 36.7 26.7 13.3 13.3 10.0 3.3 01 3.3 。。。。。。。。。01 6.7 。01 3.3 01 3.3 。01 10.0 6.7 6.0 
2 20.0 ~ 60.0 90.0 23.3 。01 10.0 6.7 3.3 6.7 13.3 10.0 6.7 。。。。。01 3.3 01 3.3 26.7 01 3.3 3.3 01 3.3 01 10.1 
3 20.0 63.3 下三 70.0 36.7 3.3 01 6.7 16.7 3.3 3.3 3.3 3.3 10.0 。01 3.3 3.3 。01 3.3 。01 30.0 6.7 。。01 20.0 01 10.6 
4 10.0 56.7 80.0 八¥ 20.0 3.3 10.0 3.3 10.0 01 3.3 3.3 3.3 10.0 。。6.7 。。。。。01 3.3 10.0 。。01 16.7 01 8.6 
5 01 33.3 46.7 20.0 卜¥ 6.7 40.0 13.3 01 6.7 10.0 。3.3 10.0 3.3 。。。。。。。01 6.7 3.3 。。。01 10.0 7.4 
6 6.7 。01 20.0 13.3 ~ 80.0 3.3 10.0 13.3 01 3.3 6.7 01 10.0 13.3 6.7 。。。。。。01 13.3 。01 3.3 3.3 13.3 7.6 
7 10.0 。3.3 16.7 40.0 96.7 トえ 6.7 01 23.3 13.3 01 3.3 3.3 13.3 10.0 6.7 。。。。01 3.3 01 13.3 。。。01 13.3 9.5 
8 01 3.3 。01 3.3 3.3 3.3 ト¥ 56.7 23.3 26.7 53.3 23.3 20.0 3.3 10.0 20.0 13.3 23.3 01 10.0 3.3 。。01 13.3 。。。01 10.8 
9 。。。。。。01 53.3 ト¥36.7 16.7 30.0 63.3 6.7 3.3 01 16.7 23.3 10.0 01 13.3 。3.3 3.3 01 3.3 3.3 。。01 9.9 
10 。。。。。01 3.3 43.3 53.3 I'-. 23.3 90.0 46.7 66.7 33.3 16.7 43.3 13目3 3‘3 。01 3.3 。。01 6.7 3.3 3.3 。01 15.6 
1 。。3.3 。。。01 43.3 23.3 16.7 ~ 13.3 ω。43.3 ω.0 50.0 40.0 3.3 6.7 3.3 01 3.3 。。。01 3.3 。。01 12.9 
12 。。。3.3 。。01 53.3 10.0 76.7 20.0 卜¥ 30.0 73.3 36.7 33.3 33.3 13.3 16.7 。01 6.7 。。。3.3 3.3 6.7 。01 14.5 
13 。。。。。。01 20.0 53.3 40.0 56.7 6.7 ~ 30.0 53.3 13.3 36.7 6.7 6.7 。3.3 3.3 13.3 。。01 3.3 。。01 12目。
14 01 3.3 3.3 。。。01 13.3 13.3 56.7 36.7 56.7 16.7 ~ 10.0 13.3 13.3 。01 3.3 01 3.3 。。01 3.3 。01 3.3 3.3 8.7 
15 。。。。01 6.7 10，0 01 10，0 40.0 56，7 40.0 50，0 10.0 円¥ 93，3 76，7 26，7 23，3 16，7 01 3.3 13，3 。。01 3.3 3，3 。01 16，7 
16 。。。01 3，3 01 3，3 6.7 6.7 26.7 ωφ3 33.3 30.0 23.3 83，3 ト¥73，3 10，0 23.3 6，7 01 6.7 3.3 。。01 10.0 。01 3.3 14.4 
17 。。。。01 3，3 6.7 23，3 13.3 30，0 26.7 36.7 46.7 23.3 ωo ω，0 卜¥ 13，3 13.3 3.3 01 3.3 3，3 。。01 6.7 。。01 13目6
18 。。01 3.3 。。01 3，3 6，7 13，3 3.3 13，3 20.0 01 10，  3，  13，3 ~ 96.7 63，3 3.3 10，0 。。。01 3.3 。。01 9.2 
19 。。。。。。01 23.3 10.0 10，0 10.0 20.0 13.3 0120，0 10，0 3.3 96.7 I'下、 36.7 6.7 6，7 3.3 。。01 3.3 。。01 9.4 
20 3.3 。。。01 6，7 6，7 。。。。01 3，3 0・20，0 10.0 3.3 46，7 33，3 ~ 01 6.7 6.7 。。01 3.3 10，0 。01 5.5 
21 3.3 3.3 6.7 。。。01 3.3 6.7 01 3.3 01 23.3 。。。01 6.7 3.3 。~ 13.3 23，3 10.0 01 23，  。。。01 4.5 
22 。。01 3，3 。。01 3.3 10.0 3.3 6.7 6.7 10.0 6，7 01 3.3 13.3 3.3 3，3 3.3 10.0 卜¥ 63.3 3.3 13.3 01 6.7 。。01 6，0 
23 。。。。01 6，7 3，3 3.3 01 16，7 6，7 3.3 23，3 3.3 13，3 13.3 10.0 6，7 3.3 6.7 20.0 83.3 ~ 01 6.7 3，3 6.7 。。01 8，3 
24 10.0 46，7 16.7 6.7 20.0 。01 3.3 3.3 。。。。。。。。。。01 10.0 3.3 。ドミ 。。。01 10，0 01 4.5 
25 01 6，7 6，7 26，7 13.3 13，3 36，7 。。01 3，3 。。。。01 3，3 。。。01 13，3 10，0 10.0 ミー 。。。。01 4.9 26 。。。01 3.3 。01 13.3 20.0 10，0 01 10.0 3，3 6.7 。。01 3，3 。01 10.0 。。。。~ 33.3 16，7 13.3 01 4.9 
27 。。。。。。01 6，7 13，3 10.0 6，7 10，0 13.3 6.7 6，7 13.3 13.3 01 3.3 。01 6.7 。。01 16.7 下ζ 73，3 01 16.7 7.5 
28 。。。。01 3，3 3φ3 3，3 01 13，3 10，0 16.7 。6.7 16，7 16，7 20.0 3，3 10，0 3，3 。01 3.3 。01 16，7 86，7 ト¥ 01 6.7 8.3 
29 3.3 20，0 33.3 26.7 。。。01 3.3 01 3.3 。01 6.7 。。。。。。。。01 3.3 01 16.7 3，3 。~ 3.3 4.2 
30 6.7 3，3 10，0 16.7 16，7 20.0 20.0 。。。01 3.3 3.3 01 3，3 3.3 01 3.3 。。。。。Ql__2主!3.3! 26.7!13.3!13.3 t込 5.9
縞柄の頬似性判断におけるコンフュージョン表 l-{bJ
配色:赤と緑の*'l合
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呈示試料]IC対比される試料 1の類似度 [ji とほ 1閉じ
値を示すはずである。乙れが大なる差を持つ場合は， 人
jの続柄の特徴が実際につかめていなb、という乙とがで
きる。乙の混向性は表 1の対角線iζ関して，対象になる
数値の相関係数を求めれば，相関係数は本実験の信頼性
をあらわす。
表2 試料対の混向性
配色 相関係数
泉、白 0.918 
育、黄 0.924 
黄、白 0.887 
赤、緑 0.920 
表 l斗 a)，(b)および配色(青と黄)， (貨と白)の場
合について求めた結果は表2に示すようである。
以上の結果から本実験はかなり信頼性が高いと恩われ
た。しかしっきーのように矛盾した結果もある。
2.混同差について
どのような縞柄の I対比較に矛盾があらわれるかを，
15 
10 
類
似
率
第
fl 
5ト 黒，白
…ー-…・ー。 青 ， 黄
ト一一→黄，白
←ーー→ 赤 ，緑
5 10 15 
~ι 
ザー
配 色
黒、臼
i'f、前
黄、白
赤、緑
表3 混同差の大きい試料対
I Dij Iミ25日6の試料対
(4.25) (5.14) (8.13) (11.16) (13.17) 
(4.25) (4.29) 
(3. 4) (5. 6) (5. 7) (6. 10) (19.20) (28.29) 
混同差 fij - fji = lo，i¥を目安として判定した。
そ僻古巣 IOijlの大きなものを示すとおのようである。
乙の表によれば，配色(青，黄)， (赤，緑)のような
有彩色の縞柄では大きな混同差を生ずる乙とは少ないが，
(黒，白)， (黄，白)のような配色では混同する例が
多くなることがわかった。しかも(黄，白)の配色では
天地，配色交換した程度の類似性の高いと恩われるもの
でも混同差の大きい事実がある。
3.各縞柄の平均的類似度の比較
表 l→a)，(b)の最右端Iζ掲げた各縞柄 lの平均的類似
度を図3にまとめた。 4穫の配色を比較するとつぎのよ
うである。図によれば，配色によって多少の相異はある
が，類似度の大きい縞柄はNulO，12， J5， 16， 17で，縞
の2-3単位をもっ太さの中間的縞柄に多く，逆』ζ類似
20 25 30 
試料番号
図3 縞柄相互間のコンフュ←ジョン マトリックス
の平均的類似率
( 6 ) 
Sij 表 4ー (a) 縞柄相互間の額似度行列
????
??
?
? ?
???????
?
?????
?
?? ?
?
配色:ztと黄の協会
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 2泡 29 30 
'-.. 
2 42 ~ 
3 25 50 ~ 
4 21 37 51 ~ 
5 13 21 25 13 '-._、
6 7 3 。13 19 ~ 
7 2 3 3 10 37 99 ~ 
8 2 2 。5 4 5 ~ 
9 。8 2 2 5 i 30 ~ 
10 。。 。3 6 22 22 ~ 
1 1 2 。4 6 20 17 9 ~ 
12 。 3 2 5 29 18 34 6 ~ 
13 2 。 4 2 1 27 13 32 6 ~ 
14 3 5 4 4 6 2 9 5 30 29 34 15 .~ 
15 。。。。2 6 5 2 20 29 13 21 5 ~ 
16 。。。。 4 7 7 5 18 17 20 1 6 41 1'-.. 
17 。。。。。4 6 7 10 13 10 9 20 3 36 37 '-.. 
18 。。。。。。。7 18 5 4 5 15 2 10 、ち
19 。。。。。。。15 6 6 2 9 7 。4 7 9 85 ~ 
20 4 。。。。2 。8 。。。。。。2 。2 54 48 '-.. 
21 14 5 。。。。。4 6 3 。6 。。 4 。。'-.
22 。。。。。。。3 5 。 。5 2 2 2 30 '-.. 
23 。。。。。。。 2 。 4 。 2 2 2 9 31 99 ヘ
24 15 45 7 4 18 。。。 。。。 。。。。。。34 6 4 尺よ
25 7 4 12 41 1 10 21 2 2 。 。。 。。。。4 25 21 15 下二
26 13 。3 。。。。 5 6 。12 。。。2 2 。32 3 。。4 Fζこ
27 。。。。。。。。 2 。 5 2 2 。8 2 12 3 。。3宍記
28 。。。。。。。1 。 2 。2 。。17 3 。14 。。36 99 下ζ
29 7 10 19 22 。。。。 。。。5 。 。。。3 。。31 3 48 s 。'-.
30 4 2 12 10 8 16 。。。 。。。。2 。3 。。。。。6 3 61 33 29 ~ 
?
?
?
" Cコ
Sij 縞柄相E閣の媛似度行列表4-(b)
受草
中E
と国
界記
配色.黄と自の場合
l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
1 ~ 
2 41 ~ 
3 35 42 ~ 
4 23 36 45 ~ 
5 12 25 29 17 ~ 
6 6 5 2 1 18 ~ 
7 6 。1 35 86 ~ 
8 。6 5 2 9 2 4 ~ 
9 。3 5 。2 5 2 31 ~ 
10 。l 3 4 5 3 16 24 ~ 
1 。2 3 6 3 4 20 13 1 ~ 
12 。2 2 2 2 2 26 14 29 12 ~~ 
13 4 2 2 5 14 28 13 25 4 ~ 
14 2 8 7 5 7 2 5 10 7 22 26 25 1 ~ 
15 。2 。。8 5 4 14 21 9 21 6 ~ 
16 。。。。。6 8 4 7 14 16 20 9 6 36 ~ 
17 。。2 2 2 5 6 5 6 18 9 16 20 34 38 ~ 
18 。。。。。。 4 B 10 2 6 10 。9 7 13 ~ 
19 。。。l 。。。6 6 9 7 8 2 。5 13 7 70 ~ 
20 8 。。。。5 。。。6 。。。。8 2 2 61 48 ~ 
21 29 4 。。。。。7 14 。 3 13 。。。。4 3 。~ 
22 2 2 。2 2 。B 3 3 2 3 7 2 6 2 。5 19 '-.. 
23 。2 。。。5 2 2 3 5 6 9 。9 4 7 10 。8 23 86 ~ 
24 23 40 21 4 26 。。。。。。。。。。。。。。。46 8 2 ~ 
25 。。6 29 1 38 37 。。。2 。。 。。。。。。3 20 1 3 ~ 
26 5 。 。。。10 12 1 。9 2 3 。。。2 。21 。。。2 ~ 
27 13 5 9 7 。。。。3 。。。。4 。。。。。。3 。3 6 。63 ~ 
28 。。。。。。3 。 6 。2 2 2 3 1 4 13 。。2 。3 20 7 ~ 
29 2 。。。。。3 2 5 2 5 2 2 6 4 3 。 2 。11 。。。16 5 99 卜¥
30 。7 。4 13 。24 。 。1 2 。 。。。。。。。。。。。。42 24 53 卜¥
???
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度の小なる縞柄'i，No20， 21， 24， 25， 26， 29， 30で，
細い総または太い縞の中で細い縞がg立つ柄か，他と区
別し易い傾向のある乙とがわかる。乙の結果は実験Aの
判断と傾向が閉じである。しかし詳細κは配色による相
違もある。
いま各縞柄でどの配色がもっともま員似lJtが大きくなっ
たかを凋べると，30種の縞柄のうち，配色(黒，白)で
1 (9IJ. UL tli.)で3例しかあらわれず， 一般に視認性
のよいものは類似度は大きくはならず，.iIt!Iζ自己色(策，
白)で15例， (赤，緑)で日例があらわれるように，視
認性の劣る配色』ζ類似度が大きくなるケースが多いζ と
がわかった。また，もっとも頬似度の小なる反別し易い
配色は(黒，白)で18例，(r守，黄)で6例あり，これ
に対して(貨，白)， (亦，総)は各3例lLiI!!lさない。
ζれから(黒，白)の配色の縞柄は区別し易い傾向があ
ると恩われる。
考 察
額似性判断のコンフュージョン 7 トリックスをさら
にくわしく解析するために，試料聞の類似性をあらわす
損l肱SiJを求め，乙れにKruscalのノンメトリック多次
元尺度械成法 (NMDSCAL)を適用し， つぎのよう
な解析を行った22)乙れにより額似性iζ関して各縞柄悶
の心則的飯島監が求められる。また各縞柄の t次元空間の
布置を知る乙とができる。きらにその結集から類似性を
0.5 
0.4 
?03 
レ
ス
0.2 
0.1 
。
』一一・黒， 白
。...。青 ，黄
炉ー-....黄，白
』ー・4 赤 ，車求
1 2 
次元数
、¥
‘~~ 
3 
図4 次元数と適合度との関係
( 9 )
判断するに当って，被験者は何をどのような恩々で半IJ別
の手がかりとしているかを分析する ζとができる。
先ず類似性成IJ度Sijを次式iζより求め，Sijマトリッ
クスをつくるとぷ4→a)，(b)l乙示すようである。ぷ4で
は配色 W ，Ii.)，(黄，白)の湯合を例示した。
Sij =一一一一一一一 + 一一一一一一:E :~lfiJ ~~2J fJi 
乙、tこf，まJi:1 1:示された頬似本を示し，添字ははじ
めの文字が呈示試料で，あとの文字が対比された試料を
あらわす。
さて図4はKruscalの分析において，試料の，(fji珂傍治
を示す次元数tζ対して，原データとの適合度をストレス
であらわしたものである。乙、1:ス トレスは，
stress JE(d13-Jh〉V EjdJ
であらわされる。 dりは t次JC空間での点 lとJとの聞
のユークリッドの距離である。図のス トレスと次元数の
解釈の口I能性から判断すれば.2次元空間を他出すると .
ストレスが30%以下となり .乙の粍度を許容すれば2次
元類似度空間における試料間距離と頬似性の測度Sとは
ほY単調関数関係を認める乙とができる。なお一次元尺
度で布置を構成すれば分析の精度はさらに低下する。し
かし一次元尺度はその表現において便利であり .凶3の
側内聞の相巡をより精密に示した ζとにもなる。
1.一次元尺度構成による煩似性の判別
一次元尺度上での各試料の布uYf.も求めてみると ，図5
』ζ示すようである。図によれは配色(黒，自).(行，黄)
の紺青の布iF{はよく似ており ，ほV同ーの2基準で判断さ
れていると思われる。いま色の配分比の 5/5と3/7
を区別して考察すると ，5/5の犠合はNu1 -20まで
はY番号の阪に布置され，それは縞柄としては太い縞が
細い縞の!.lりに移行するのに一致している。また 3/7
においてもNo24，29の太い縞からNo22，23， 27の細い縞
κ移行するよう布罰されている。乙のように布れは縞の
太さと深い関係があるととがわかった。 次に配色(黄，
白)については5/5の縞については上述の傾向があり ，
3/7についてはとくに (No21.22，23)と (No27，30) 
が両極端にあるように黄色の純のムーさを目安として識別
されているζとがわかる。(Jjミ，緑)の配色については
必ずしも明僅ではない。
- 122ー 被 sIi!学
-2 。 1 2 
(a)黒，白
24 3 213凶 25 8 7:r. 1 13 1'17 23 20 27 
29 1 2 4 14 5 96 前3 12 19161!: 22 28 
(b)背，重量 24 23 21 25 5 7 9101216 15 B 23 28 
29 4 1 213~ 6 14 1 8 13 17 19 22 27 2J 
(c横，白 ~ 14 28213 5 
7 6 8 12 13 17 2123 19 
27 32 29 24 2!> も4 1 910 1615 22 18 20 
，(d)赤，緑 2424 ~6 2827 23 20 819 ロ171311
29 3 1 5 Z57 26 21 22 918 15U16 14 
一2 。 2 
図5 各縞柄の l次元尺度構成上の布置
2. 2次元尺I権成による類似性の判別
そとでさらに詳しく判断の根強を分析するために 2次
元尺度を構成して布位の状況を調べると図6-(a)， (b)， (c)， 
(d)1ζ示すようである。図のI紬1[.注目すると，配色(黒，
白)， (~Uを)についてはいつずれも縞が細くあるいは
細かくなるものと，紛が太くあるいはあらくなるものが
両極にあり， 1次元尺度綿成の布置と同様の結果をうる。
また(黄.白)については黄色の縞が細いものと太いも
のが両優にあり， (ぷ，緑)についても少々細かい縞と
あらい縞が日雌にある乙とがわかる。乙れから第 I紬は
縞の太さ，あらさに注目した半IJ別の納と考える乙とがで
きる。つぎに第nf由に注目すると.配色(黒，白)，(f， 
黄)は同じ傾向で， NUl8， 19， 20のま郎、縞が集っている
ものと， No.6， 7， 30のように細L、縞のない，あるいは
t郎、縞が太い縞にはさまれている縞が両舗にあり，乙れ
からま郎、縞の1じりの将度でやj別している紬という乙とが
できる。また(ぷi，白)についてはぬ16，19， 26， 28， 
29のように細かい縞や，長と白の比が7/3のものとあ
らい縞や，貨と白の比が3/7のものが両極にあり ，乙
れから第日紬は細い縞の集りによる判別の他lζ，黄色っ
ぽく感じるljU交を半IJ別している紬と考える乙とができた。
さらに(赤.緑)については，No.21以上の試料すなわち
亦と緑の比が7/3と， 3/7のものが両極にあり，第
百触が亦っぽく感ずるか緑っぽく感ずるか色相の多少を
判別しているととがよく宇IJる。
(10) 
di!色
よ眠、白
賞、白
亦、 u
表5 宇IJ別し易い組合せ、し難い組合せ
し幼い録料対 | し厳い低料対 | 
(28.29)α1. 30) (27.29) I (仕 7) (18， 19) (1. 2) I 
(24.28) (20， 25) (24， 27) I I 
(4， 20) (山付加 I(且 7)(18削 (1.2叶
(20.30) (2. 3) (21.26) (22.23) i 
ω 加悦27)則 0)I倒仰(15，17) (2. 3川
(25.28) ( 1.19) (3. 20) (2. 4) I 
(2且24) I 
(2， 3) (18. 19) (22，23)川
α7.28) (15. 16) (6. 7)川
(11. 14) (1. 13) I 
3.蚊料閣の類似性に関する心理的距離
2次元尺度構成における各試料の布置から，試料問の
心，Pfl的ßj;!~tを求め，乙れから距離が長く，従って縞柄の
類似!交が判別し易いもの，逆に距離が短かく半IJ5!IJしにく
いものの試料対を求めると表5にまとめる乙とができた。
結 論
続柄の傾似性判断Iを30種の縞柄，4種の2色配色を例
として実験し，人はどのような縞柄の対を似ていると判
断するか.そのとき煩似性をどのような心開的桜械で判
別しているかを分析した。得られた結果はつぎのようで
ある。
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図6-(a) 各縞柄の2次元尺度構成上の布置
(配色:黒と白の場合)
図 6一(c) 各縞柄の2次元尺度権成上の布置
(配色:貧と自の場合)
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.24 -1 -0.5 .14 .0 自5 .1 17 
'10 ・12 -0.5 o.s .10 1 .1 '17 
.4 ・5 '8 .14 .2 '15 .11 
-05 2・3 -{l5 .3 '11 .16 '9 ・13
.25 
.24 ・25.4 
.5 4 
7 喝 '22 
'30 
図6-(b) 各縞柄の2次元尺度檎成上の布il1
(配色:青と貨の場合)
図 6ー (d)各縞柄の2次元尺度機成上の布置
(配色:赤と緑の湯合)
(1) 一般に縞柄は細かい縞のあるもの程，他の縞柄と
類似する可能性は少くなる。また，
(2) 人は煩似性判断を行う際，縞の太さ，色の強さや
細かい縞の連続する筈IJ合および色のバランス，配色の分
散1え管をもってやl別の手がかりと しているようである。
しかし ，
(3) とくに見分けに くい可視度の低い配色の縞柄対で
は，いづれか一方の色の:ulを手がかりとして，類似性を
判断しており，また天地の交換関係lとある縞の対は全く
類似していると見ている。
(4) なお本実験では赤と緑0)2色配色の縞柄同志の煩
似性は半IJ別しにくいようであった。
????
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Summary 
Thirty kinds of striped patterns with four kinds of color schemes investigated by visual similarity judgement their 
constituent striped unit. Four kinds of color scheme are combined with two oolor， i.e.， (black-white)， (blue-yellow)， 
(yellow-white) and (red.green). The present investigation aims to find the trace of discrimination as to make difference 
clear of similarity of striped patterns each other. 
Nonmetric multi.dimensional scaling analysis are applied to illustrate four kinds of confusion matrics about simi. 
larity， and to compare striped pattern groups each other in every∞lor scheme. 
Main results are as follows: 
(1) similarity of striped pattern keep watch on stripe's thicknes and its continuity. amount of color and its dis. 
persion. (2) judging ability of fine stiIp凶 patternare higher than that of another striped pattern. (3) similarity judge. 
ment of striped pattern in red on a green ground are more difficult than that of another color schemes. 
( 12) 
